
【資産の部】 【負債の部】

現金及び預貯金 388,878 保険契約準備金 761,979

預貯金 388,878 支払備金 123,870

有形固定資産 7,792 責任準備金 638,108

建物 1,318 代理店借 74,697

工具器具備品 6,474 再保険借 522,726

無形固定資産 6,091 その他負債 90,946

ソフトウェア 2,562 未払法人税等 4,245

その他の無形固定資産 3,528 未払金 639

再保険貸 539,540 未払費用 84,899

その他資産 646,220 その他の負債 1,162

未収保険料 573,994 退職給付引当金 14,515

前払費用 65,953 役員退職慰労引当金 10,275

その他の資産 6,271

供託金 58,000 　負債の部合計 1,475,140

【純資産の部】

資本金 298,267

資本剰余金 240,860

　　　資本準備金 238,267

　その他資本剰余金 2,593

利益剰余金 △ 367,745

　その他利益剰余金 △ 367,745

　　繰越利益剰余金 △ 367,745

株主資本 171,383

　純資産の部合計 171,383

　資産の部合計 1,646,524 　負債及び純資産の部合計 1,646,524

SBIプリズム少額短期保険株式会社

第２１期　決算公告

貸　借　対　照　表

2023年3月31日現在

金　　　額科　　　　目金　　　額科　　　　目

　　（単位：千円）



(単位：千円)

金額

経常収益 8,110,694

保険料等収入 8,107,020

　 保険料 4,624,202
再保険収入 3,482,818

回収再保険金 1,716,919
再保険手数料 1,616,163
再保険返戻金 25,082
その他再保険収入 124,652

資産運用収益 23
利息及び配当金等収入 23

その他経常収益 3,649
8,198,632

保険金等支払金 5,876,864

保険金等 2,146,149

解約返戻金等 31,352

再保険料 3,699,362

責任準備金等繰入額 66,552
支払備金繰入額 8,034
責任準備金繰入額 58,518

事業費 2,255,070
営業費及び一般管理費 2,244,063
税金 8,245
減価償却費 2,760

その他経常費用 145
87,937
87,937

1,928
法人税等合計 1,928

89,866

損　益　計　算　書

当期純損失

経　常　損　失
税引前当期純損失

経常費用

法人税及び住民税

科　　　　目

自 2022 年 4 月 1 日

至 2023 年 3 月 31 日



（単位：千円）

自 2022年4月  1日

至 2023年3月31日

株主資本等変動計算書

238,267 240,860 △277,878

その他資本

剰余金

2,593

当期変動額

△89,866 △89,866

261,249261,249当期首残高 298,267 △277,878

△89,866当期純利益 △89,866

その他利益剰

余金

資本金 資本剰余金

資本剰余

金合計
純資産合計

利益剰余金 株主資本合

計

繰越利益剰余

金

株主資本

利益剰余金合

計

資本準備

金

171,383△367,745 171,383

△89,866△89,866 △89,866

△367,745240,860

△89,866当期変動額合計 - - --

2,593当期末残高 298,267 238,267



【個別注記表】 

（重要な会計方針にかかる事項に関する注記） 

（１）固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

定率法によっております。ただし、2016年4月1日以降取得の建物については定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

          建物        15 年 

          工具器具備品   4～6 年 

ただし、取得価額 10 万円以上 20 万円未満の少額減価償却資産については、３年間均等償却によ

っております。 

②無形固定資産 

自社利用のソフトウェア 

社内における見込利用可能期間（5 年）に基づく定額法によっております。 

（２）引当金の計上方法 

①退職給付引当金 

当期末における退職給付債務に基づき、期末において発生していると認められる額を計上し、退職給付

債務は、簡便法により、期末自己都合要支給額に基づいて計算しております。 

なお、当社は 2020年 3月 31日をもって退職制度を廃止しておりますが、廃止時における過去勤務に

係る部分を従業員の退職時に支給するため、「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第 2 号）に基づき、引き続き「退職給付引当金」として計上しております。 

②役員退職慰労引当金 

2019 年 3 月 31 日をもって役員退職慰労金制度を廃止しておりますが、廃止時における要支給額に

係る部分を役員の退職時に支給するため、引き続き「役員退職慰労引当金」として計上しております。 

（３）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、営業費及び一般管理費等の費用は税込

方式によっております。 

（４）責任準備金の積立方法  

当期末において、保険契約上の責任が開始している契約について、保険業法施行規則第 211 条の

46 に基づき、保険料及び責任準備金の算出方法書（保険業法第 272 条の 2 第 2項第 4 号）に記

載された方法に従って計算し、責任準備金を積み立てております。 

なお、責任準備金については、保険業法第 121 条第１項及び保険業法施行規則第 211 条の 51

に基づき、毎決算期において責任準備金が適正に積み立てられているかどうかを、保険計理人が確認して

おります。 

責任準備金のうち異常危険準備金 については、保険業法施行規則第 211 条の 46 に基づき、保険

契約に基づく将来の債務を確実に履行するため、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てております。 

（５）保険料等収入に係る収益計上 

初回の保険料計上は、保険契約上の責任が開始する申し込みのうち、保険契約の成立に必要な保険

申込書および保険料の収納決済に必要な決済書類が到着したものについて、保険契約に基づく保険料

金額を計上しております。 

２回目以降の保険料は、保険料支払期日が到来しているものについて、保険契約に基づく金額を計上

しております。  

なお、計上した保険料のうち、当期末において未経過となっている期間に対応する部分については、保険

業法施行規則第 211 条の 46 に基づき、責任準備金に積み立てております。 

 



（６）保険金等支払金に係る費用計上 

保険金等支払金（再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、これに定める金額を

支払った契約について、当該支払金額により計上しております。 

なお、保険業法第 117 条及び保険業法施行規則第 211 条の 47 に基づき、当期末において支払

義務が発生したもの、または未だ支払事由の報告を受けていないものの支払事由が既に発生したと認めら

れるもののうち、それぞれ保険金等支払金として計上していないものについて、支払備金を積み立てておりま

す。再保険料は、再保険契約に基づく支払事由が当期に発生したものについて、これに定める金額により

計上しております。 

 

 

 

（貸借対照表に関する注記） 

       

(1) 

 

有形固定資産の減価償却累計額 

 （単位：千円） 

2,672 

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務  

 金銭債権 500 

 金銭債務 13,798 
   

(3) 支払備金の内訳  

 支払備金（出再支払備金控除前） 619,352 

 同上に係る出再支払備金 495,481 

 差引 123,870 
   

(4) 責任準備金の内訳  

 普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 782,881 

 同上に係る出再責任準備金 626,305 

 差引（①） 156,576 

 異常危険準備金（②） 481,532 

 計（①＋②） 638,108 
   

   

 

  



（損益計算書に関する注記） 

（単位：千円） 

(1)  関係会社との取引高  

 営業取引以外の取引高 69,494 
   

(2)  正味収入保険料の内訳  

 保険料、再保険返戻金及びその他再保険収入の合計 4,773,937 

 再保険料及び返戻金の合計額 3,730,714 

 差引 1,043,222 
   

(3)  正味支払保険金の内訳  

 保険金等 2,146,149 

 回収再保険金 1,716,919 

 差引 429,229 
   

(4)  支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳  

 支払備金繰入額（出再支払備金控除前） 40,170 

 同上に係る出再支払備金繰入額 32,136 

 差引 8,034 
   

(5)  責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳  

 普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） 154,798 

 同上に係る出再責任準備金繰入額 123,838 

 差引（①） 30,959 

 異常危険準備金繰入額（②） 27,558 

 計（①＋②） 58,518 
   

(6)  利息及び配当金収入の内訳  

 預貯金受取利息 23 

 

 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 当事業年度 
期首株式数 

当事業年度 
増加株式数 

当事業年度 
減少株式数 

当事業年度 
期末株式数 

発行済株式 
    

普通株式 24,794株 －株 －株 24,794株 

 

  



（税効果会計に関する注記） 

（１）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
                        

             繰延税金資産              (単位：千円) 

異常危険準備金 134,636 

IBNR 備金 8,890 

退職給付引当金 4,058 

役員退職慰労引当金 2,873 

長期貸付金 908 

減損損失 8,937 

その他 647 

繰越欠損金 87,570 

繰延税金資産小計 248,522 

評価性引当額 (248,522) 

繰延税金資産合計 - 

 
（２）税務上の繰越欠損金およびその繰延税金資産の繰越期限別の金額 

（単位：千円） 
 

1 年以
内 

1 年超 
2 年以

内 

2 年超 
3 年以

内 

3 年超 
4 年以

内 

4 年超 
5 年以

内 
5 年超 合計 

税務上の繰越欠

損金(注） 
- - - - - 87,570 87,570 

評価性引当額 - - - - - 87,570 87,570 

繰延税金資産 - - - - - - - 

（注）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。 

 

 

（金融商品に関する注記） 

（１）金融商品の状況に関する事項 

①金融商品に対する取組方針 

当社は、資産運用については短期的な預金等に限定し、資金調達についてはグループ会社からの借入

による方針です。 

②金融商品の内容及びそのリスク 

当社が保有する金融資産は、主として預貯金であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクに晒

されておりません。 

③金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価については該当ありません。 

（２）金融商品の時価等に関する事項 

「預貯金」、「再保険貸」、「未収保険料」及び「再保険借」は、短期間で決済するため、時価が帳簿価

額に近似することから注記を省略しております。また、供託金については、保険業法の規程に基づき供託し

ているものであり、その性質から注記を省略しております。 

 

 

 



 （関連当事者との取引） 

（１）関連当事者との取引状況 

①親会社 

性質 
会社等の

名称 

議決権等の所有

（被所有）割合 

関連当事者との

関係 
取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

親会社 

SBI インシ

ュアランスグ

ループ㈱ 

（被所有） 

間接 

100.00％ 

出向職員の受

入等 

受入出向社員

人件費等 
29,547 未払費用 4,327 

親会社 

SBI 少短

保険ﾎｰﾙﾃﾞ

ｲﾝｸﾞｽ㈱ 

（被所有） 

直接 

100.00％ 

出向職員の受

入等 

受入出向社員

人件費等 
27,092 未払費用 6,852 

（注） 取引条件および取引条件の決定方針等 

1. 出向社員の人件費は、業務の実績等を勘案して交渉の上で決定しております。 

 

②兄弟会社等 

性質 
会社等の

名称 

議決権等の所有

（被所有）割合 

関連当事者との

関係 
取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

親会社の子

会社 

SBI いきい

き少額短

期保険㈱ 

― 
コールセンター外

部委託 
外部委託費 19,289 未払費用 1,238 

親会社の子

会社 

SBI コネク

ト㈱ 
― 出向者受入 

受入出向社員

人件費 
4,062 未払費用 340 

親会社の子

会社 

SBI 生命

㈱ 
― 出向者受入 

受入出向社員

人件費 
3,744 － － 

（注） 取引条件および取引条件の決定方針等 

1. 出向社員の人件費は、業務の実績等を勘案して交渉の上で決定しております。 

2. 外部委託費については、当社の依頼内容に基づき、提示された金額を基礎として、交渉の上決定しております。 

 

（１株当たり情報） 

（１）１株当たり純資産額        6,912 円 29 銭 

（２）１株当たり当期純損失           3,624 円 51 銭 

 

（重要な後発事象に関する注記） 

 該当ありません。 
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